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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示装置に備わる画像表示面の前方の画像を撮像すると共に前記画像表
示面の前方に位置する動体の存在を検出し、
　撮像画像に対する人間の顔の有無の解析結果及び動体の検出結果を用いて前記画像表示
面の省電力量を含んだ前記表示装置の省電力量を測定し、
　前記省電力量に関する情報を前記画像表示面に表示する際に、前記画像表示面に該表示
が行われない場合の省電力量を導出して、前記画像表示面に省電力量として表示する、表
示装置の表示方法。
【請求項２】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際には、該表示に伴う電力消費量を加
味した上で表示する、請求項１に記載の表示装置の表示方法。
【請求項３】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際に、前記撮像画像も併せて表示する
、請求項１に記載の表示装置の表示方法。
【請求項４】
　前記撮像画像を前記省電力量の情報として前記画像表示面に表示する際に、撮像してか
ら所定の時間経過後に表示する、請求項３に記載の表示装置の表示方法。
【請求項５】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際に、前記画像表示面の一部領域に該
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省電力量の情報を表示する、請求項１に記載の表示装置の表示方法。
【請求項６】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際に、前記一部領域以外の領域は前記
画像表示面の画像表示に用いる光源を消灯する、請求項５に記載の表示装置の表示方法。
【請求項７】
　前記省電力量の情報は、数値と共に消費電力比率を時系列で表したグラフで表示する、
請求項１に記載の表示装置の表示方法。
【請求項８】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際には、撮像画像に含まれる顔のうち
特定の顔に限定して省電力量を測定する、請求項１に記載の表示装置の表示方法。
【請求項９】
　前記特定の顔は、一番手前に写っている顔である、請求項８に記載の表示装置の表示方
法。
【請求項１０】
　前記特定の顔は、予め指定された人物の顔である、請求項８に記載の表示装置の表示方
法。
【請求項１１】
　撮像画像に対する人間の顔の有無の解析の結果及び動体の検出の結果、所定の距離以上
離れた位置に顔が存在すると判断した場合には、該顔は省電力量の測定対象から除外する
、請求項８に記載の表示装置の表示方法。
【請求項１２】
　画像を表示する表示装置の画像表示面の前方の画像を撮像する撮像部と、
　前記画像表示面の前方に位置する動体の存在を検出する動体検出部と、
　前記撮像部の撮像画像及び前記動体検出部の動体の検出結果を用いて前記画像表示面の
省電力量を含んだ装置全体の省電力量を測定する省電力量測定部と、
　前記省電力量及び前記撮像画像の情報を前記画像表示面に表示する際に、該表示が行わ
れない場合の省電力量を導出して省電力量として表示する省電力量表示部と、
を備える、表示装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示方法及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＪＥＩＴＡ（Ｊａｐａｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ａｎｄ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ；社団法人　
電子情報技術産業協会）の調査によれば、１日のテレビの平均の視聴時間は４．５時間で
あるという数字がある。しかし、昨今ではライフスタイルの変化もあり、その４．５時間
の間、常にテレビを見続けている訳ではないことが分かっている。
【０００３】
　例えば、朝に会社や学校へ出かける用意をしながら、または食事をしながらのテレビの
視聴などでは、テレビの画面をずっと見たままではなく、天気予報などの音声からの入力
で十分な番組が放送されているときには視線を外していたり、人と話をしていたりしてい
ることがある。そして、時事ニュースやスポーツニュース等において流される興味のある
キーワードをきっかけとして、再びテレビの画面を見始めるといった行動があることが多
い。
【０００４】
　つまり、代表的なテレビの視聴形態として、朝は時計代わりにテレビがついているだけ
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の、また最近では、夜にＰＣ（パーソナルコンピュータ）を操作しながらテレビの音を聴
いている、いわゆる『ながら視聴』が増加している状況にある。このような『ながら視聴
』が行われている場合には、テレビの画面がついた状態では無駄に電力を消費しているこ
とになる。そこで、テレビ画面の周辺部に撮像素子を設け、この撮像素子によって顔検出
を行うことで、ユーザの視聴状態を解析し視聴状態に最適な省電力制御を実行する表示装
置が提案されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　顔検出や動体検出の結果に基づいた省電力制御を実行している最中に、省電力効果がど
の程度発揮できているかを画面に表示することができれば、店頭等におけるデモンストレ
ーションにおいて非常に有効であり、来店した客に対する訴求効果は高いものとなる。し
かし、省電力制御の対象となる、表示パネルその他の表示領域に、省電力効果をモニタリ
ング表示することから、パネルの明るさを暗くしたり消灯したりする省電力制御中にはモ
ニタリング表示自体ができないという問題がある。また、省電力制御の対象となる表示領
域に省電力効果をモニタリング表示することから、パネルの明るさを暗くしたり消灯した
りする省電力制御中にモニタリング表示することによって、省電力効果の結果に変動がお
きてしまい、実際の省電力制御における効果を正確に提示することができなかった。とい
う問題もある。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、省電力効果のモニタリング表示を実行している際に、省電力効果のモニタリング表示
を行わない場合の本来の省電力効果を表示することが可能な、新規かつ改良された表示方
法及び表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、画像を表示する表示装置に備
わる画像表示面の前方の画像を撮像すると共に前記画像表示面の前方に位置する動体の存
在を検出し、撮像画像に対する人間の顔の有無の解析結果及び動体の検出結果を用いて前
記画像表示面の省電力量を含んだ前記表示装置の省電力量を決定し、前記省電力量に関す
る情報を前記画像表示面に表示する際に、前記画像表示面に該表示が行われない場合の実
際の省電力量を導出して、前記画像表示面に省電力量として表示する、表示方法が提供さ
れる。
【０００８】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際には、該表示に伴う電力消費量を加
味した上で表示してもよい。
【０００９】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際に、前記撮像画像も併せて表示して
もよい。
【００１０】
　前記撮像画像を前記省電力量の情報として前記画像表示面に表示する際に、撮像してか
ら所定の時間経過後に表示してもよい。
【００１１】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際に、前記画像表示面の一部領域に該
省電力量の情報を表示してもよい。
【００１２】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際に、前記一部領域以外の領域は前記
画像表示面の画像表示に用いる光源を消灯してもよい。
【００１３】
　前記省電力量の情報は、数値と共に消費電力比率を時系列で表したグラフで表示しても
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よい。
【００１４】
　前記省電力量の情報を前記画像表示面に表示する際には、撮像画像に含まれる顔のうち
特定の顔に限定して省電力量を決定してもよい。
【００１５】
　前記特定の顔は、一番手前に写っている顔であってもよい。
【００１６】
　前記特定の顔は、予め指定された人物の顔であってもよい。
【００１７】
　撮像画像に対する人間の顔の有無の解析の結果及び動体の検出の結果、所定の距離以上
離れた位置に顔が存在すると判断した場合には、該顔は省電力量の決定対象から除外して
もよい。
【００１８】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、画像を表示する表示装
置の画像表示面の前方の画像を撮像する撮像部と、前記画像表示面の前方に位置する動体
の存在を検出する動体検出部と、前記撮像部の撮像画像及び前記動体検出部の動体の検出
結果を用いて前記画像表示面の省電力量を含んだ装置全体の省電力量を決定する省電力量
決定部と、前記省電力量及び前記撮像画像の情報を前記画像表示面に表示する際に、該表
示が行われない場合の実際の省電力量を導出して省電力量として表示する省電力量表示部
と、を備える、表示装置が提供される。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように本発明によれば、省電力効果のモニタリング表示を実行している際
に、省電力効果のモニタリング表示を行わない場合の本来の省電力効果を表示することが
可能な、新規かつ改良された表示方法及び表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の外観について説明する説明図
である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の構成について示す説明図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００に含まれる制御部１１０の構成
について説明する説明図である。
【図４】制御部１１０に含まれる最適化処理効果算出部１２４の構成について示す説明図
である。
【図５】最適化処理効果算出部１２４に含まれる省電力効果算出部１６６の構成を示す説
明図である。
【図６Ａ】表示パネル１０２が表示する画面に重畳して表示される省電力効果の表示例に
ついて示す説明図である。
【図６Ｂ】表示パネル１０２が表示する画面に重畳して表示される省電力効果の表示例に
ついて示す説明図である。
【図７】本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００での、省電力効果算出方法につ
いて示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２２】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
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　＜１．本発明の一実施形態＞
　［１－１．画像表示装置の構成］
　［１－２．制御部の構成］
　［１－３．最適化処理効果算出部の構成］
　［１－４．省電力効果算出部の構成］
　［１－５．省電力効果の表示方法］
　［１－６．省電力効果算出方法］
　＜２．まとめ＞
【００２３】
　＜１．本発明の一実施形態＞
　［１－１．画像表示装置の構成］
　まず、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置の構成について説明する。図１は、本
発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の外観について説明する説明図である。以
下、図１を用いて本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の外観について説明す
る。
【００２４】
　図１に示したように、本発明の一実施形態に係る画像表示装置１００は、静止画像また
は動画像を表示する表示パネル１０２の上方中央部及び左右中央部に、動画像を撮像する
撮像部１０４が備えられている。撮像部１０４は、画像表示装置１００が表示パネル１０
２で静止画像または動画像を表示する方向に対して、動画像の撮像を行うものである。本
実施形態にかかる画像表示装置１００は、撮像部１０４で撮像された画像を解析し、画像
に映っているユーザの顔を検出する。そして、撮像部１０４が撮像した動画像にユーザの
顔が含まれているかどうかで、画像表示装置１００は内部の動作状態を変化させることを
特徴としている。
【００２５】
　また、本発明の一実施形態に係る画像表示装置１００は、表示パネル１０２の下方中央
部にセンサ１０６を備えている。センサ１０６は、画像表示装置１００の前方の人間の有
無を検知するものである。画像表示装置１００は、画像表示装置１００の前方に人間が存
在しているか否かによっても、内部の動作状態を変化させることを特徴としている。
【００２６】
　なお、図１では、画像表示装置１００は、画像の表示パネル１０２の周囲の３箇所に、
動画像を撮像する撮像部１０４を備えていたが、本発明においては動画像を撮影する画像
入力の場所はかかる例に限定されないことは言うまでもなく、例えば、画像表示装置１０
０とは別の装置を設け、画像表示装置１００に当該装置を接続して、当該装置において動
画像を撮影してもよい。また、画像入力部の数も３つに限られないことは言うまでもなく
、２つ以下、または４つ以上の画像入力部を設けて撮像してもよい。さらに、センサ１０
６の数も１つに限られないことは言うまでも無く、２つ以上のセンサを設けて人間の有無
を検知してもよい。
【００２７】
　以上、図１を用いて本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の外観について説
明した。次に、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の構成について説明する
。
【００２８】
　図２は、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の構成について示す説明図で
ある。以下、図２を用いて本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の構成につい
て説明する。
【００２９】
　図２に示したように、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００は、表示パネル
１０２と、撮像部１０４と、センサ１０６と、スピーカ１０８と、制御部１１０と、を含
んで構成される。
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【００３０】
　そして制御部１１０は、画像入力部１１２と、画像処理部１１４と、視聴状態解析部１
１６と、視聴状態記録部１１８と、システム最適化処理部１２０と、システム制御部１２
２と、最適化処理効果算出部１２４と、を含んで構成される。
【００３１】
　表示パネル１０２は、パネル駆動信号に基づいて静止画像または動画像を表示するもの
である。本実施形態においては、表示パネル１０２は液晶によって静止画像または動画像
を表示する。もちろん発明においては、表示パネル１０２はかかる例に限定されないこと
は言うまでもない。表示パネル１０２は、有機ＥＬのような自発光型の表示デバイスによ
って静止画像または動画像を表示するものであってもよい。
【００３２】
　撮像部１０４は、上述したように、静止画像または動画像を表示する表示パネル１０２
の上方中央部および左右中央部に備えられるものであり、表示パネル１０２にパネル駆動
信号が供給され、表示パネル１０２において動画像を表示している際に、画像表示装置１
００が表示パネル１０２で動画像を表示する方向に対して動画像の撮像を行うものである
。撮像部１０４は、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセ
ンサによって動画像の撮像を行うものであってもよく、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔ
ａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサによっ
て動画像の撮像を行うものであってもよい。撮像部１０４で撮像された動画像は制御部１
１０に送られる。
【００３３】
　センサ１０６は、上述したように、静止画像または動画像を表示する表示パネル１０２
の下方中央部に備えられるものであり、画像表示装置１００の前方の人間の有無を検知す
るものである。また、センサ１０６は、画像表示装置１００の前方に人間が存在している
場合には、画像表示装置１００とその人間との間の距離を検出することができる。センサ
１０６による検知結果及び距離情報は制御部１１０に送られる。スピーカ１０８は、音声
出力信号に基づいて音声を出力するものである。
【００３４】
　制御部１１０は、画像表示装置１００の動作を制御するものである。以下で制御部１１
０の各部について説明する。
【００３５】
　画像入力部１１２は、撮像部１０４で撮像された動画像を受け取るものである。画像入
力部１１２が受け取った動画像は画像処理部１１４に送られ、画像処理部１１４での画像
処理に用いられる。
【００３６】
　画像処理部１１４は、画像入力部１１２から送られてきた、撮像部１０４で撮像された
動画像に対する各種画像処理を実行するものである。画像処理部１１４が実行する画像処
理には、撮像部１０４で撮像された動画像に含まれている動体の検出処理、動画像に含ま
れている人間の人数の検出処理、動画像に含まれている顔および顔の表情の検出処理が含
まれる。画像処理部１１４による各種画像処理の結果は、視聴状態解析部１１６に送られ
て、画像表示装置１００を視聴している人物の有無や視聴している人物の状態の解析に用
いられる。
【００３７】
　画像処理部１１４における、画像中に含まれる顔を検出する顔検出処理については、例
えば特開２００７－６５７６６号公報や、特開２００５－４４３３０号公報に掲載されて
いる技術を用いることができる。以下、顔検出処理について簡単に説明する。
【００３８】
　画像からユーザの顔を検出するには、まず供給された画像における顔の位置、顔の大き
さ、顔の方向を、それぞれ検出する。顔の位置と大きさが検出されることにより、顔画像
の部分を画像から切り出すことができる。そして切り出した顔画像と、顔の方向の情報と
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から、顔の特徴的な部分（顔特徴位置）、例えば、眉毛、目、鼻、口といった特徴的な部
分を検出する。顔特徴位置の検出には、例えば、ＡＡＭ（Ａｃｔｉｖｅ　Ａｐｐｅａｒａ
ｎｃｅ　Ｍｏｄｅｌｓ）と呼ばれる方法を適用して、特徴位置を検出するようにすること
が可能である。
【００３９】
　顔特徴位置を検出すると、検出した顔特徴位置のそれぞれに対して局所特徴量を算出す
る。局所特徴量を算出し、算出した局所特徴量を顔画像と併せて記憶しておくことで、画
像入力部１１２から入力される画像から顔の識別が可能となる。顔の識別方法については
、例えば特開２００７－６５７６６号公報や、特開２００５－４４３３０号公報に掲載さ
れている技術を用いることが出来るので、ここでは詳細な説明は省略する。また、顔画像
や顔特徴位置によって、供給された画像に写っている顔が男性なのか女性なのか、また大
人なのか子供なのかを判別することも可能である。
【００４０】
　視聴状態解析部１１６は、画像処理部１１４による各種画像処理の結果、並びにセンサ
１０６の検知による検知結果及び距離情報を受け取り、画像処理部１１４による各種画像
処理の結果、並びにセンサ１０６の検知による検知結果及び距離情報を用いて、画像表示
装置１００が表示している画像を視聴している人物の有無や視聴している人物の状態の解
析を実行するものである。視聴状態解析部１１６が人物の有無や視聴している人物の状態
を解析することで、画像表示装置１００は、画像表示装置１００を視聴している人の有無
によって表示パネル１０２の輝度を低下させたり、表示パネル１０２の方向を制御したり
することができる。視聴状態解析部１１６での解析処理による解析結果は、視聴状態記録
部１１８、システム最適化処理部１２０及び最適化処理効果算出部１２４に送られる。
【００４１】
　視聴状態記録部１１８は、視聴状態解析部１１６の解析処理によって得られる解析結果
を記録するものである。視聴状態記録部１１８が記録した視聴状態解析部１１６での解析
結果は、システム最適化処理部１２０におけるシステム最適化処理に用いられる。また、
視聴状態記録部１１８が記録した視聴状態解析部１１６での解析結果は、外部の情報収集
サーバ２００に送られるようにしてもよい。
【００４２】
　システム最適化処理部１２０は、本発明の省電力量決定部の一例であり、視聴状態解析
部１１６の解析処理によって得られる解析結果を用いて、画像表示装置１００の各部に対
するシステム最適化処理を実行するためのシステム制御情報を算出するものである。画像
表示装置１００の各部に対するシステム最適化処理には、画像表示装置１００の電源制御
、表示パネル１０２の輝度制御、表示パネル１０２の方向制御、表示パネル１０２の表示
内容の制御、スピーカ１０８から出力される音声の音量制御等がある。システム最適化処
理部１２０が算出したシステム制御情報はシステム制御部１２２に送られる。
【００４３】
　システム制御部１２２は、システム最適化処理部１２０が算出したシステム制御情報に
基づいて、画像表示装置１００の各部に対するシステム最適化処理を実行するものである
。具体的には、システム制御部１２２は、システム最適化処理部１２０が算出したシステ
ム制御情報に基づいて、表示パネル１０２の輝度制御、表示パネル１０２の方向制御、表
示パネル１０２の表示内容の制御、スピーカ１０８から出力される音声の音量制御等を実
行するとともに、各部に対する制御情報を最適化処理効果算出部１２４に送る。
【００４４】
　最適化処理効果算出部１２４は、本発明の省電力量表示部の一例であり、画像表示装置
１００の各部に対する制御情報を取得するものである。制御情報を取得すると、最適化処
理効果算出部１２４は、最適化処理の効果を算出し、表示パネル１０２の一部もしくは全
部に、その最適化処理の効果の算出結果を提示する。
【００４５】
　以上、図２を用いて本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００の構成について説
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明した。このように、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００は、撮像部１０４
及びセンサ１０６によって、ユーザの視聴状態を解析する。従来においては、撮像部１０
４で撮像処理を行い、撮像部１０４が撮像した画像に顔が含まれているかどうかを判断す
る顔検出処理によってのみ、ユーザの視聴状態を解析していた。しかし、顔検出処理によ
ってのみユーザの視聴状態を解析すると、ユーザの顔が検出しにくい場合、もしくは一定
時間よそ見している場合など、表示装置を継続利用したいと考えている場合においても視
聴つまりは存在なしとして表示が消されてしまうという問題が生じていた。また、顔検出
処理は、センサ等による動体検出処理と比較して、相対的に画像処理時間が長くなるため
、計算速度やリソースに制限のある環境においては、ユーザが視聴のために表示装置の前
にきてから画像が表示されるまでの反応に遅延が生じていた。
【００４６】
　一方、焦電式赤外線素子その他のセンサによって、動体またはユーザの動作検出を行い
ユーザの視聴状態を解析し、省電力制御をおこなう装置も存在するが、ユーザが動かずに
視聴を継続する場合等に、ユーザが存在していないとして表示が消される等の問題があっ
た。誤動作を回避するために、省電力制御を開始するまでの時間を伸ばすこととなり、結
果として省電力効果が下がってしまっていた。
【００４７】
　そこで、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００は、撮像部１０４が撮像した
画像に対する顔検出処理と、センサ１０６による動体検出処理とを組み合わせることで、
より効果的にユーザの視聴状態を解析することを可能としている。
【００４８】
　次に、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００に含まれる制御部１１０の構成
について、より詳細に説明する。
【００４９】
　［１－２．制御部の構成］
　図３は、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００に含まれる制御部１１０の構
成について説明する説明図である。図３は、制御部１１０に含まれる視聴状態解析部１１
６と、システム最適化処理部１２０の構成について説明するものである。以下、図３を用
いて、視聴状態解析部１１６と、システム最適化処理部１２０の構成について説明する。
【００５０】
　図３に示したように、視聴状態解析部１１６は、ユーザ視聴有無解析部１３２と、ユー
ザ動作解析部１３４と、を含んで構成される。そして、システム最適化処理部１２０は、
パネル最適化処理算出部１４２と、スピーカ最適化処理算出部１４４と、を含んで構成さ
れる。
【００５１】
　ユーザ視聴有無解析部１３２は、画像処理部１１４による各種画像処理の結果、並びに
センサ１０６の検知による検知結果及び距離情報を受け取り、画像処理部１１４による各
種画像処理の結果、並びにセンサ１０６の検知による検知結果及び距離情報を用いて、画
像表示装置１００を視聴している人間の有無、画像表示装置１００を視聴している人間の
顔の向きや大きさを検出するものである。
【００５２】
　ユーザ動作解析部１３４は、画像処理部１１４による各種画像処理の結果、並びにセン
サ１０６の検知による検知結果及び距離情報を受け取り、画像処理部１１４による各種画
像処理の結果、並びにセンサ１０６の検知による検知結果及び距離情報を用いて、ユーザ
の動作の時系列的・空間的な状態・履歴から、画像表示装置１００を視聴している人間の
有無を解析するものである。
【００５３】
　ここで、画像処理部１１４からは、撮像画像と、撮像画像内における、画像表示装置１
００を利用しているユーザごとの顔検出情報（例えば、中心座標［ａ１，ｂ１］、顔の大
きさ［ｗ１，ｈ１］、顔の向き［ｉ１］等の情報）及び動体検出情報（例えば、中心座標
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［ｃ１，ｄ１］、顔領域の大きさ［ｓ１］等の情報）とが、視聴状態解析部１１６に送ら
れる。視聴状態解析部１１６では、ユーザ視聴有無解析部１３２及びユーザ動作解析部１
３４において、画像処理部１１４から送られてくる情報を用いた、画像表示装置１００を
視聴している人間の有無の解析処理が行われる。
【００５４】
　パネル最適化処理算出部１４２は、ユーザ視聴有無解析部１３２及びユーザ動作解析部
１３４による解析処理の結果を用いて、表示パネル１０２において最適な省電力化が実現
できる処理（省電力化実現処理）を算出するものである。表示パネル１０２において最適
な省電力化が実現できる処理とは、例えば、画像表示装置１００を視聴している人間の有
無、および画像表示装置１００を視聴している人間が存在していない時間に応じた表示パ
ネル１０２の輝度を制御する処理がある。パネル最適化処理算出部１４２が算出した省電
力化実現処理はシステム制御部１２２に送られ、表示パネル１０２の省電力処理に用いら
れる。
【００５５】
　スピーカ最適化処理算出部１４４は、ユーザ視聴有無解析部１３２及びユーザ動作解析
部１３４による解析処理の結果を用いて、スピーカ１０８において最適な省電力化が実現
できる処理（省電力化実現処理）を算出するものである。スピーカ１０８において最適な
省電力化が実現できる処理とは、例えば、画像表示装置１００を視聴している人間の有無
、および画像表示装置１００を視聴している人間が存在していない時間に応じたスピーカ
１０８の音量を制御する処理がある。スピーカ最適化処理算出部１４４が算出した省電力
化実現処理はシステム制御部１２２に送られ、スピーカ１０８の省電力処理に用いられる
。
【００５６】
　以上、図３を用いて、視聴状態解析部１１６と、システム最適化処理部１２０の構成に
ついて説明した。次に、最適化処理効果算出部１２４の構成について説明する。
【００５７】
　［１－３．最適化処理効果算出部の構成］
　図４は、制御部１１０に含まれる最適化処理効果算出部１２４の構成について示す説明
図である。なお、図４には最適化処理効果算出部１２４の構成と共にシステム制御部１２
２の構成についても示している。以下、図４を用いて制御部１１０に含まれる最適化処理
効果算出部１２４の構成について説明する。
【００５８】
　図４に示したように、制御部１１０に含まれるシステム制御部１２２は、パネル制御部
１５２と、スピーカ制御部１５４と、を含んで構成され、制御部１１０に含まれる最適化
処理効果算出部１２４は、視聴状態取得部１６２と、省電力効果測定部１６４と、省電力
効果算出部１６６と、省電力効果表示部１６８と、を含んで構成される。
【００５９】
　視聴状態取得部１６２は、視聴状態解析部１１６から、撮像部１０４が撮像した画像と
、視聴状態解析部１１６が解析した視聴状態の解析結果情報を受け取るものである。視聴
状態取得部１６２が受け取った、撮像部１０４が撮像した画像と、視聴状態解析部１１６
が解析した視聴状態の解析結果情報は、視聴状態取得部１６２から省電力効果表示部１６
８に送られる。
【００６０】
　省電力効果測定部１６４は、システム制御部１２２から、画像表示装置１００の各デバ
イスを省電力制御し、その省電力制御による変化についての情報を受け取り、受け取った
情報を用いて、各デバイスでの消費電力量や電力制御値を測定するものである。省電力効
果測定部１６４が測定した、各デバイスでの消費電力量や電力制御値は、省電力効果算出
部１６６に送られる。
【００６１】
　省電力効果算出部１６６は、省電力効果測定部１６４が測定した、各デバイスでの消費
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電力量や電力制御値を用いて、画像表示装置１００の省電力化による省電力効果を算出す
るものである。省電力効果算出部１６６が算出した省電力効果は、グラフや数値等の視覚
に訴えることができる形式に変換されて、省電力効果表示部１６８に送られる。例えば、
省電力効果算出部１６６が、画像表示装置１００の省電力処理により画像表示装置１００
の消費電力が３０％に低下すると算出すると、その３０％という情報が省電力効果表示部
１６８に送られる。
【００６２】
　省電力効果表示部１６８は、省電力効果算出部１６６が算出して、グラフや数値等の視
覚に訴えることができる形式に変換された、省電力効果に関する情報を受け取るものであ
る。省電力効果表示部１６８が省電力効果算出部１６６から受け取った情報は表示パネル
１０２に送られて、表示パネル１０２に省電力効果が表示される。また、省電力効果表示
部１６８は、実際に表示パネル１０２に省電力効果を表示することによる、本来の消費電
力値からの差分を省電力効果算出部１６６で求めるために、省電力効果の表示に関する情
報を省電力効果算出部１６６にフィードバックする。
【００６３】
　以上、図４を用いて制御部１１０に含まれる最適化処理効果算出部１２４の構成につい
て説明した。次に、最適化処理効果算出部１２４に含まれる省電力効果算出部１６６の構
成について説明する。
【００６４】
　［１－４．省電力効果算出部の構成］
　図５は、最適化処理効果算出部１２４に含まれる省電力効果算出部１６６の構成を示す
説明図である。以下、図５を用いて最適化処理効果算出部１２４に含まれる省電力効果算
出部１６６の構成について説明する。
【００６５】
　図５に示したように、最適化処理効果算出部１２４に含まれる省電力効果算出部１６６
は、差分算出部１７２と、消費電力算出部１７４と、を含んで構成される。
【００６６】
　差分算出部１７２は、省電力効果表示部１６８からの情報を受け取って、受け取った情
報から、表示パネル１０２への省電力効果の表示に伴う消費電力値を算出するものである
。差分算出部１７２に送られる、省電力効果表示部１６８からの情報には、例えば、表示
パネル１０２への省電力効果の表示の有無、省電力効果を表示している場合における表示
パネル１０２上の省電力効果の表示領域の比率、部分表示のための表示パネル１０２のパ
ネル特性係数の情報等がある。差分算出部１７２が算出した、表示パネル１０２への省電
力効果の表示に伴う消費電力値の情報は消費電力算出部１７４に送られる。
【００６７】
　パネル特性係数とは、表示パネル１０２の一部の領域に省電力効果を表示することによ
って生じる、当該領域以外の消費電力を算出するための係数である。例えば、表示パネル
１０２が部分駆動ＬＥＤ方式によって画像を表示するものであればパネル特性係数は小さ
く、液晶ディスプレイのようにバックライト一斉点灯方式によって画像を表示するもので
あればパネル特性係数は大きくなる。
【００６８】
　消費電力算出部１７４は、省電力効果測定部１６４が測定した各デバイスでの消費電力
量や電力制御値と、差分算出部１７２が算出した表示パネル１０２への省電力効果の表示
に伴う消費電力値とを用いて、表示パネル１０２へ省電力効果を表示した場合における画
像表示装置１００の実際の消費電力値を算出するものである。表示パネル１０２への省電
力効果の表示に際し、画像表示装置１００の実際の消費電力値に影響が出るのは表示パネ
ル１０２の消費電力値のみである。従って、消費電力算出部１７４は、省電力効果測定部
１６４が測定した表示パネル１０２の消費電力値に、差分算出部１７２が算出した消費電
力値を引いた値を、実際の表示パネル１０２の消費電力とする。消費電力算出部１７４が
算出した、画像表示装置１００の実際の消費電力値の情報は省電力効果表示部１６８に送
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られる。
【００６９】
　以上、図５を用いて最適化処理効果算出部１２４に含まれる省電力効果算出部１６６の
構成について説明した。
【００７０】
　［１－５．省電力効果の表示方法］
　次に、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００における、表示パネル１０２へ
の省電力効果の表示方法について説明する。なお、表示パネル１０２への省電力効果の表
示には様々な手法が考えられるが、本発明においては、省電力効果の表示方法は以下に示
すものに限定されないことは言うまでも無い。
【００７１】
　例えば、省電力制御によって変動する省電力効果の時間変動をグラフ形式で表示パネル
１０２に表示してもよい。具体的には、直近数分間における変動を時々刻々と更新して、
棒グラフや折れ線グラフの形式で表示してもよい。
【００７２】
　また例えば、省電力制御によって変動する省電力効果を一定時間内における効率値とし
て表示パネル１０２に表示してもよい。具体的には、直近数分間における省電力効果（削
減した電力量）を、省電力制御を行わなかった場合の電力量に対する比率としてパーセン
ト表示してもよい。
【００７３】
　また例えば、撮像部１０４で撮像した画像と、視聴状態解析部１１６での画像解析処理
の結果情報とを重畳して表示パネル１０２に表示してもよい。具体的には、画像表示装置
１００からユーザを撮像部１０４で撮像した映像を省電力効果表示に重畳し、画像内のユ
ーザの顔部分に検出枠や解析結果に関する付加情報を表示してもよい。
【００７４】
　図６Ａ及び図６Ｂは、最適化処理効果算出部１２４によって、表示パネル１０２が表示
する画面に重畳して表示される省電力効果の表示例について示す説明図である。図６Ａは
、画面の下三分の一程度の領域に設けられた省電力効果表示領域１８０に、省電力効果が
折れ線グラフで表示される省電力効果グラフ情報１８１と、省電力効果が数値で表示され
る省電力効果数値情報１８２と、撮像部１０４で撮像した画像と視聴状態解析部１１６で
の画像解析処理の結果情報が表示される撮影画像情報１８３と、視聴状態解析部１１６で
の画像解析処理の結果、視聴ユーザの有無等を表示する視聴状態付加情報１８４と、を表
示した場合について示したものである。
【００７５】
　一方、図６Ｂは、画面の左三分の一程度の領域に設けられた省電力効果表示領域１８０
に、省電力効果グラフ情報１８１と、省電力効果数値情報１８２と、撮影画像情報１８３
と、視聴状態付加情報１８４と、を表示した場合について示したものである。
【００７６】
　なお、図６Ａや図６Ｂのように、表示パネル１０２の一部に省電力効果表示領域１８０
を表示する際に、画像表示装置１００が、表示パネル１０２の画像表示に用いる光源の一
部を消灯できるものであれば、省電力効果表示領域１８０が表示されていない領域に対し
ては該光源を消灯してもよい。このように画像表示に用いる光源の一部を消灯できるもの
としては、例えばＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ；発光ダイオード
）がある。
【００７７】
　このように、表示パネル１０２の一部に省電力効果表示領域１８０を表示することで、
画像表示装置１００の省電力処理に伴う省電力効果を視覚的に把握することが可能となる
。
【００７８】
　［１－６．省電力効果算出方法］
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　続いて、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００での、省電力効果算出方法に
ついて説明する。
【００７９】
　図７は、本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００での、省電力効果算出方法に
ついて示す流れ図である。以下、図７を用いて本発明の一実施形態にかかる画像表示装置
１００での、省電力効果算出方法について説明する。
【００８０】
　画像表示装置１００で省電力効果を算出するには、まず、最適化処理効果算出部１２４
に含まれる省電力効果算出部１６６が、画像表示装置１００の消費電力の実測値を用いて
省電力効果を算出する（ステップＳ１０１）。省電力効果算出部１６６が、画像表示装置
１００の消費電力の実測値を用いて省電力効果を算出すると、続いて、省電力効果の算出
時に、表示パネル１０２の一部に省電力効果表示領域１８０が表示されているかどうかを
判定する（ステップＳ１０２）。当該ステップＳ１０２での判定は、省電力効果算出部１
６６が実行しても良い。
【００８１】
　上記ステップＳ１０２での判断の結果、表示パネル１０２の一部に省電力効果表示領域
１８０が表示されていると判断した場合には、続いて、表示パネル１０２に表示される画
面上で省電力効果表示領域１８０が占める割合を、省電力効果算出部１６６が取得する（
ステップＳ１０３）。省電力効果表示領域１８０が占める割合を、省電力効果算出部１６
６が取得すると、取得した割合を用いて、表示パネル１０２への省電力効果の表示によっ
て生じる消費電力を、差分算出部１７２で算出する（ステップＳ１０４）。
【００８２】
　上記ステップＳ１０４で、差分算出部１７２が省電力効果の表示によって発生する消費
電力の差分を算出すると、続いて表示パネル１０２のモニタ特性係数を、省電力効果算出
部１６６が取得する（ステップＳ１０５）。ステップＳ１０５で、表示パネル１０２のモ
ニタ特性係数を、省電力効果算出部１６６が取得すると、ステップＳ１０５で取得したモ
ニタ特性係数と、ステップＳ１０４で算出した表示パネル１０２への省電力効果の表示に
よって生じる消費電力とを用いて、表示パネル１０２への省電力効果の表示によって生じ
る消費電力の差分を、省電力効果算出部１６６で算出する（ステップＳ１０６）。
【００８３】
　上記ステップＳ１０６において、表示パネル１０２への省電力効果の表示によって生じ
る消費電力の差分を省電力効果算出部１６６で算出すると、算出した差分を用いて、表示
パネル１０２への省電力効果の表示に伴う本来の画像表示装置１００の消費電力を省電力
効果算出部１６６で算出する（ステップＳ１０７）。また、上記ステップＳ１０２での判
断の結果、表示パネル１０２の一部に省電力効果表示領域１８０が表示されていないと判
断した場合には、画像表示装置１００の消費電力の実測値を画像表示装置１００の消費電
力値としてそのまま用いる。
【００８４】
　以上、図７を用いて本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００での、省電力効果
算出方法について説明した。
【００８５】
　＜２．まとめ＞
　以上説明したように本発明の一実施形態にかかる画像表示装置１００によれば、撮像部
１０４で撮像した画像に人間の顔が含まれていたかによって、及びセンサ１０６によって
動体の存在を検知したかによって、画像表示装置１００の前にユーザがいるかどうかを判
断する。その判断結果を用いて、画像表示装置１００の消費電力を抑える省電力制御を画
像表示装置１００の内部で実行する。
【００８６】
　そして、省電力制御実行時に、その省電力制御の対象となっている表示パネル１０２の
一部に省電力効果を表示することで、画像表示装置１００のユーザや、画像表示装置１０
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０が販売されている店舗に来店した客に対する訴求効果を高めることができる。そして、
省電力効果の表示に際しては、実際の消費電力値から、省電力効果の表示により消費する
電力値を引いた値を消費電力値として表示することで、省電力効果を表示していない、本
来の省電力効果を表示することができる。
【００８７】
　なお、上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行させることもできるし、ソフト
ウエアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行させる場合
には、そのソフトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウエアに組み込まれてい
るコンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実
行することが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体
からインストールされる。
【００８８】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００８９】
　例えば、省電力効果表示領域１８０に省電力効果を表示する際には、撮像部１０４で撮
像した画像を撮影画像情報１８３として表示しているが、この際に、画像表示装置１００
は、撮像部１０４で撮像した画像に含まれる人物の内、特定の人物に限定して省電力処理
を実行し、省電力効果を省電力効果表示領域１８０に表示するようにしてもよい。例えば
、省電力効果表示領域１８０に省電力効果を表示する際は、一番手前の人物に限定して省
電力処理の対象としてもよく、また、特定の人物の顔を覚えておき、当該人物に限定して
省電力処理の対象としてもよい。また、省電力効果表示領域１８０に省電力効果を表示す
る際は、撮像部１０４で撮像した顔の大きさや、センサ１０６での検出結果から、画像表
示装置１００から所定の距離以上離れた位置にいると考えられる人物については、省電力
処理の対象外としてもよい。
【００９０】
　また例えば、画像表示装置１００の前に人間が所定の時間以上いない場合には、画像表
示装置１００は、表示パネル１０２での画像表示を止めたり、スピーカ１０８からの音声
出力を止めたりしておき、撮像部１０４やセンサ１０６で動体の存在を検出すると、画像
表示装置１００は、これから省電力効果を表示する旨を表示パネル１０２に表示し、表示
パネル１０２への省電力効果の表示を開始しても良い。
【００９１】
　また例えば、省電力効果表示領域１８０へは、撮像部１０４で撮像した画像やセンサ１
０６での動体検出の結果から、子供の存在の有無や、ユーザの視聴位置の情報を表示して
もよい。これらの情報の表示は、省電力効果の表示に付随して行ってもよく、省電力効果
の表示とは別に独立して行ってもよい。
【００９２】
　また例えば、表示パネル１０２に省電力効果を表示する際における、省電力効果表示領
域１８０に表示される撮影画像情報１８３は、撮像部１０４で撮影されてから所定の時間
（例えば１秒）経過した後の画像であってもよい。撮影画像情報１８３に、撮像部１０４
で撮影された直後の画像を表示すると、ユーザは画像表示装置１００の省電力効果が本当
に機能しているのかを確認することが困難である。従って、表示パネル１０２に省電力効
果を表示する際には、画像表示装置１００は、撮像部１０４で撮影されてから所定の時間
経過した後に撮影画像情報１８３として撮影画像を表示してもよい。
【００９３】
　また例えば、表示パネル１０２に省電力効果を表示する際における、省電力効果表示領
域１８０に表示される省電力効果数値情報１８２は、画像表示装置１００の内部（例えば
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【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明は、表示方法及び表示装置に適用可能であり、特に、表示装置に接続された撮像
装置で画像を撮影するとともに表示装置に接続されたセンサによって動体を検出し、撮影
画像及び動体検出結果を用いて省電力処理を実行する表示方法及び表示装置に適用可能で
ある。
【符号の説明】
【００９５】
　１００　　画像表示装置
　１０２　　表示パネル
　１０４　　撮像部
　１０６　　センサ
　１０８　　スピーカ
　１１０　　制御部
　１１２　　画像入力部
　１１４　　画像処理部
　１１６　　視聴状態解析部
　１１８　　視聴状態記録部
　１２０　　システム最適化処理部
　１２２　　システム制御部
　１２４　　最適化処理効果算出部
　１３２　　ユーザ視聴有無解析部
　１３４　　ユーザ動作解析部
　１４２　　パネル最適化処理算出部
　１４４　　スピーカ最適化処理算出部
　１５２　　パネル制御部
　１５４　　スピーカ制御部
　１６２　　視聴状態取得部
　１６４　　省電力効果測定部
　１６６　　省電力効果算出部
　１６８　　省電力効果表示部
　１７２　　差分算出部
　１７４　　消費電力算出部
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